














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア  10日以内 ● ●
イ  11日以上20日以内 ● ●
ウ  21日以上 ● ●
⑵ 遅刻・早退 ●
⑶ 休暇の虚偽申請 ● ●
⑷ 勤務態度不良 ● ●
⑸ 職場内秩序を乱す行為
ア  暴行 ● ●
イ  暴言 ● ●
⑹ 虚偽報告 ● ●
⑺ 違法な職員団体活動
ア  単純参加 ● ●
イ  あおり・そそのかし ● ●
⑻ 秘密漏えい
ア  故意の秘密漏えい ● ●
自己の不正な利益を図る目的 ●
イ  情報セキュリティ対策のけ怠による
秘密漏えい ● ● ●
⑼ 政治的目的を有する文書の配布 ●
⑽ 兼業の承認等を得る手統のけ怠 ● ●
⑾ 入札談合等に関与する行為 ● ●
⑿ 個人の秘密情報の目的外収集 ● ●
⒀ 公文書の不適正な取扱い
ア  偽造・変造・虚偽公文書作成、廃棄 ● ●
イ  決裁文書の改ざん ● ●













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































J-CASTニ ュ ー ス、2013年5月17日17時46































































	 h t tps : / /www.mex t . go . j p/componen t/a_
menu/education/detail/__icsFiles/afieldfi
le/2017/03/23/1327876_04.pdf
26）	「柔道技で傷害、元教諭有罪	「体罰に他ならぬ」	
神戸地裁判決」、朝日新聞、2021年2月15日夕
刊、1社会、9頁。
27）	「柔道部顧問を傷害罪で起訴　体罰教諭対応、厳
正に　宝塚市立中」、朝日新聞、2020年11月3
日朝刊、2社会、34頁。
28）	「体罰事案発生時、刑事告発へ指針　宝塚市教委
が策定」、朝日新聞、2021年2月5日朝刊、神戸・
1地方、19頁。
29）	 中小路徹「（縦横無尽）「あいにくの事故」、すま
されない時代」、朝日新聞、2020年11月14日
朝刊、スポーツ３、21頁。
30）	 南部さおり，「「公知の事実」としての柔道事故
―柔道必修化に伴う諸施策と，横浜地裁柔道事
故判決の意義について―」，横浜市立大学論叢　
人文科学系列，64巻1号，87-109頁，2013年
31）	 南部さおり，「柔道練習中の死亡事例への刑法の
適用に関する考察」，横浜市立大学論叢　人文科
学系列，64巻3・4号，251 ‐ 276頁，2013年
32）	 南部さおり，「松本市柔道事故と強制起訴，刑事
裁判」，横浜市立大学論叢　人文科学系列，65
巻1号，157-195頁，2014年
33）	 学校運動部活動における重大事故と顧問の法的
責任―大分県竹田高校剣道部暴行・熱中症死亡
事件裁判からの教示―，南部さおり，日本体育
大学紀要，第47巻第1号，1-11頁，2017年
34）	 南部さおり，『反体罰宣言　日本体育大学が超本
気で取り組んだ命の授業』，春陽堂書店，2019
年12月．
35）	「異例のスピード処分　市教委、審査会押し切る	
東須磨小、加害側４教諭の給与停止」、朝日新聞
神戸版、2019年11月02日朝刊、27頁。
36）	「（探る！）教員間暴力、残した波紋　神戸市教
委、加害側教諭や管理職を懲戒処分」、朝日新聞
（神戸版）、2020年03月02日朝刊、13頁。
37）	「教壇に戻す気か？激辛カレーいじめ教諭の処分
に批判殺到「懲罰の基準が狂ってる」」、Money	
Voice	2020年3月2日配信記事。https://www.
mag2.com/p/money/896603
（受理日：2021年2月24日）
